
1/4 

「ドラッグコスモス吉島新町店」新設計画の概要 

１ 届出の概要 

大規模小売店舗名称・所在地 
ドラッグコスモス吉島新町店 

広島市中区吉島新町一丁目８９０番の一部 

大規模小売店舗の設置者 

株式会社コスモス薬品             

代表取締役 横山英昭             

福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目１０番１号  第一福岡ビルＳ館４階 

小売業者の氏名・住所 

株式会社コスモス薬品             

代表取締役 横山英昭             

福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目１０番１号  第一福岡ビルＳ館４階 

新設年月日 ２０２３年（令和５年）９月２４日 

店舗面積の合計 １，３１６㎡ 

駐車場の収容台数 ４２台（総収容台数５５台） 

駐輪場の収容台数 １７台 

荷さばき施設の面積 ５０㎡ 

廃棄物等の保管施設の容量 １２．５２㎥ 

開店時刻・閉店時刻 開店時刻：午前９時  閉店時刻：午後１０時 

駐車場利用可能時間帯 午前８時３０分～午後１０時３０分 

駐車場出入口の数 ２箇所 

荷さばき施設利用可能時間帯 午前６時００分～午後１０時００分 

  

〔当該届出に係る手続の経緯〕                          

届出の提出・受理  ：２０２３年（令和５年）１月２３日 

届出概要の公告   ：２０２３年（令和５年）１月２４日 

届出書の縦覧    ：２０２３年（令和５年）１月２４日～２０２３（令和５年）年５月２４日 

行政関係者からの意見：（内容及び店舗設置者の対応は、別紙１のとおり） 

住民等への説明会  ：２０２３年（令和５年）３月９日（木）午後７時～ （出席者：７名） 

           （内容及び店舗設置者の対応は、別紙２のとおり） 

住民等の意見提出  ：２０２３年（令和５年）１月２４日～２０２３（令和５年）年５月２４日 

           （意見書の提出なし） 

本市意見の通知期限 ：２０２３年（令和５年）９月２３日 

 

２ 予定地について 

用途地域 準工業地域（建ぺい率６０％／容積率２００％） 

敷地面積、所有形態 
店舗兼駐車場用地 ３，６３７㎡ 賃貸借契約 

計 ３，６３７㎡  

周辺の土地利用 住居、事業所等（添付図２「周辺見取図」） 

施設面積 

（指針P2） 
（店舗建物） 

区分 店舗面積 
その他の施設 

延べ面積 構 造 
飲食・サービス等 その他 

 1階  1,316㎡  0㎡ 355㎡ 1,671㎡ 
鉄骨造平屋建て 

 計 1,316㎡   0㎡ 355㎡ 1,671㎡ 

 

 

 

 

３ 新設に当たっての配慮事項 

(1) 駐車場の設置・運営計画 

収容台数・形式 

（指針P3） 

区 分 駐車場 

形 式 建物外平面駐車場(自走式) 

収容台数 ４２台(うち身障者用１台) 、別途、従業員用１３台 

利用時間帯 午前８時３０分～午後１０時３０分 

出入口の数 ２箇所（発券ブース無） 

指針計算式による

必要駐車台数 

（届出書P3） 

（交通資料P3） 

項 目 その他地区 

Ｓ：店舗面積（千㎡） １．３１６ 

Ａ：店舗面積当たり日来客数原単位（人／千㎡） １，３４７．３６ 

（日来客数（人／日）（S×A）） （１，７７３） 

Ｂ：ピーク率（％） １４．４ 

Ｃ：自動車分担率（％） ５０ 

Ｄ：平均乗車人員（人／台） ２．０ 

Ｅ：平均駐車時間係数 ０．６２０６ 

必要駐車台数（台）（S×A×B×C÷D×E） ４０ 

１日当たりの来店台数（台）（S×A×C÷D） ４４３ 

（ピーク時の１時間当たりの台数（台）（S×A×B×C÷D）） （６４） 

◆ 届出台数： ４２台 ≧ 指針式による必要駐車台数：４０台 

〔方面別来店予測〕 
１日 

ピーク時 

方面 比率 平日 休日 

北方面 43.70 １９４台 １８台 ２８台 

東方面  3.53 １６台 ２台 ２台 

南方面  2.30 １０台 １台 ２台 

西方面 50.47 ２２３台 ２１台 ３２台 

計 100.0 ４４３台 ４２台 ６４台 

来店経路の設定 届出書「資料－５ 案内経路図」 

経路等を来店客に

知らせる方法 

（届出書P5） 

１ チラシ等の配付 

・オープン時や繁忙時など多くの来店車両が見込まれる際には、新聞折り込みチラシに案内経

路図を掲載することで、事前に情報提供を行う。 

２ 交通整理員の配置 

 ・配置場所：駐車場出入口付近に配置する。 

・配置人数：２名程度（状況に応じて適宜増員する。） 

・配置日時：午前８時３０分～午後８時００分（オープン時及び繁忙時のみ） 

交通への支障を回

避するための方策

等 

（届出書P5） 

 

１ 交通整理員の配置 

 ・配置場所：駐車場出入口付近に配置する。 

・配置人数：２名程度（状況に応じて適宜増員する。） 

・配置日・時間：午前８時３０分～午後８時００分（オープン時及び繁忙時のみ） 

２ その他 

・各出入口には停止線の路面表示を行うことで、退店車両の一旦停止を促し、横断歩行者の安

全を確保する。 

・車椅子用駐車枠を店舗入口の近い位置に設置する。 

・オープン時対策として、地元警察署と協議を行い、来店車両の誘導及び歩行者の安全対策に

努めていく。 

・オープンに伴って来店車両により周辺道路の交通流に変化が生じ、周辺地域の生活道路に渋

滞等の影響が生じた場合には、関係機関と協議を行い、必要な対策を講じていく。 
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歩行者の通行の利

便の確保等 

（指針P4） 

１ 歩行者通路確保のための対策 

・主経路となる市道中２区185号線には歩道が整備されているため、特になし。 

２ 夜間照明等の設置 

・駐車場内に夜間照明し、歩行者通行の安全を確保する。 

 

 

(2) 駐輪場設置・運営計画 

収容台数 １７台 平面式 （ ≧ 必要駐輪台数９台）  

管理体制 

（指針P3） 

１ 整理員等の配置 

・店舗従業員の適宜見回りにて対応する。 

２ 営業時間外の管理等 

・特になし 

 

 

(3) 荷さばき施設の整備・運営計画 

施設面積 ５０㎡ 

作業可能時間帯 午前６時００分～午後１０時００分 

搬出入車両の台数

及び荷さばきを行

う時間帯 

（届出書P5） 

 

 

時間帯 ４ｔ車 

6:00-7:00   1台 

7:00-8:00   1台 

8:00-9:00   0台 

 9:00-10:00   0台 

10:00-11:00   0台 

11:00-12:00   0台 

12:00-13:00   0台 

13:00-14:00   0台 

14:00-15:00   0台 

15:00-16:00   0台 

16:00-17:00   0台 

17:00-18:00   0台 

18:00-19:00   0台 

19:00-20:00   0台 

20:00-21:00   1台 

21:00-22:00   0台 

合 計  3台 

その他 

（指針P4） 
同時作業可能な台数 

待機スペース 

の有無 
防音等の設備 

搬出入車両 

出入口の数 

1台（４t車） 無 無 
２箇所 

（出入口№１、№２を共用） 

・商品等の搬出入は、朝・夕の交通量の多い時間帯や、営業時間帯を極力避けた搬出入計画を立

てる。 

・搬入経路上が通学路に指定されているため、通学時間帯を避けた運行計画を立てる。 

 

 

 

 

(4) 廃棄物等の保管施設の配置・運営計画 

＜廃棄物保管施設＞ 

算出根拠 

（届出書P10） 

 

※指針計算式に

より算出 

 

区 分 
店舗面積

Ｓ 
   千㎡ 

指針 

原単位 

（ｔ/千㎡） 

1日当たり 

廃棄物排出量 

（指針原単位×Ｓ)

 Ａ 

平均保

管日数

（日） 

Ｂ 

見かけ 

比重 

（t/㎥） 

Ｃ 

排出 

予測量

（㎥） 

A×B÷C 

紙製廃棄

物等 

6,000 ㎡以下 1.316千㎡ 0.208 0.273728ｔ 

1 0.10 2.74 6,000 ㎡超 0千㎡ 0.011 ｔ 

計 0.273728ｔ 

金属製廃

棄物等 

6,000 ㎡以下 1.316千㎡ 0.007 0.009212ｔ 

1 0.10 0.09 6,000 ㎡超 0千㎡ 0.003 ｔ 

計 0.009212ｔ 

ガラス製

廃棄物等 

6,000 ㎡以下 1.316千㎡ 0.006 0.007896ｔ 

1 0.10 0.08 6,000 ㎡超 0千㎡ 0.002 ｔ 

計 0.007896ｔ 

プラスチ

ック製廃

棄物等 

6,000 ㎡以下 1.316千㎡ 0.020 0.026320ｔ 

1 0.01 2.63 6,000 ㎡超 0千㎡ 0.003 ｔ 

計 0.026320ｔ 

生ごみ等 

6,000 ㎡以下 1.316千㎡ 0.169 0.222404ｔ 

1 0.55 0.40 6,000 ㎡超 0千㎡ 0.020 ｔ 

計 0.222404ｔ 

その他の

可燃性廃

棄物等 

- 1.316千㎡ 0.054 0.071064ｔ 

1 0.38 0.19 
計 0.071064ｔ 

 届出容量：12.52㎥ ＞ 必要容量： 6.13㎥ 
排出予測量 

合計 6.13㎥ 

管施設容量 １２．５２㎥ （ ＞必要容量 ６．１３ ㎥ ） 

運搬計画 

（指針P6） 
・業者委託により毎日運搬する。 

減量化・リサイ 

クル等の配慮 

（指針P4） 

・過剰包装・梱包の抑制による廃棄物の低減化を図る。 

・商品梱包用段ボールや空き缶を分別保管し、業者に依頼して再資源化を図る。 

食品加工場等 

（指針P7） 

・該当なし 
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(5) 騒音の発生に対する対策 

等価騒音レベルの

予測 

（届出書P6～7） 

区 分 昼間（環境基準値） 夜間（環境基準値） 

Ａ地点 41.4dB (50dB) 28.4dB（45dB） 

Ｂ地点 41.6dB (60dB) 28.0dB（50dB） 

Ｃ地点 58.5dB (60dB) 32.0dB（50dB） 

〔予測地点〕届出書「資料－８ 騒音予測地点位置図」 

〔予測結果〕全ての予測地点で環境基準値を下回っている。 

夜間騒音レベルの

最大値の予測 

（届出書P8～9） 

 

 

区 分 最大値（規制基準値）／店舗側敷地境界 最大値（規制基準値）／住居側敷地境界 

ａ地点 

（A’地点） 
来客車両走行音：69.9dB（50dB） 来客車両走行音：47.0dB（45dB） 

ｂ地点 

（B’地点） 
自動車走行音：69.9dB（50dB） 自動車走行音：33.0dB（50dB） 

ｃ地点 自動車走行音：54.2dB（50dB） ― 

〔予測地点〕届出書「資料－８ 騒音予測地点位置図」 

〔予測結果〕 

計画地の敷地境界上において規制基準値を上回ることが予測されたため、騒音発生源から最も

近接して立地する保全対象側（Ａ’及びＢ’地点）で再予測を実施した結果、Ａ’地点において

基準値を上回ることが予測された。 

 

駐車場の利用時間は午後10時30分までであり、夜間に占める時間帯は30分程度であることか

ら、周辺住居等に与える騒音の影響は比較的小さいものと考えられるが、全ての来店客に下記事

項の注意喚起が図られるよう騒音対策を実施する。 

 

・駐車場内に徐行運転（10km/h以下）やアイドリング禁止を励行する旨の看板を設置し、来店客

に注意を喚起する。 

・閉店時刻 15分前から店内放送にて退店を促し、極力、午後 10時に駐車場を閉鎖できるよう努

める。 

 

開店後、苦情等が発生した際には、発生源対策を含め誠意を持って対応する。 

 

騒音対策 

（指針P5～6） 

１ 荷さばき施設及び作業の騒音対策 

〔施設〕 

・荷さばき施設は、住居等が面していない場所に配置するとともに、十分な作業スペースを確

保し、計画的な搬出入を行うことで作業時間の短縮に努める。 

〔作業〕 

・荷さばき車両のアイドリングを禁止するなど、業者及び作業員には騒音防止の意識を徹底さ

せる（但し、エンジンを停止することができない保冷車のアイドリングは除く）。 

 

２ 屋外でのＢＧＭ等の営業宣伝活動に伴う騒音対策 

・屋外ＢＧＭ等の使用なし 

 

３ 室外機・送風機の騒音対策 

項目 設置台数 騒音対策等 

冷却塔  0台 － 

室外機 15台 
・低騒音化型の機器を導入する。 

・定期的に保守点検を実施し、故障等による異音の

発生を防止する。 冷凍冷蔵庫屋外機  5台 

送風機(換気扇)  2台 ・大きな騒音がでない形状を選択する。 

キュービクル 1台 ・なし 

 

４ 駐車場の騒音対策 

〔運用〕 

 ・オープン時や繁忙時など混雑が見込まれる際には、出入口付近に交通整理員を配置して場内

走行の円滑化を図り、渋滞による騒音の発生を抑制する。 

・駐車場内に徐行運転（10km/h以下）やアイドリング禁止を励行する旨の看板を設置し、来店

客に注意を喚起する。 

・閉店時刻 15分前から店内放送にて退店を促し、極力、午後 10時に駐車場を閉鎖できるよう

努める。 

・閉店後には、出入口をバリカー等で閉鎖し、外部からの侵入者が騒音を発生することがない

よう配慮する。 

 

５ 廃棄物収集作業の騒音対策 

〔施設〕 

 ・廃棄物等の回収場所は、住居等が面していない場所に配置する。 

〔運用〕 

 ・早朝、夜間には回収を行わない。 

・ゴミの排出量を減らし、収集時間を短縮できるよう努める。 

・業者には騒音抑制の意識を徹底させるとともに、エンジンの空ぶかしは行わないよう協力を

要請する。 

 

６ 発生する騒音への一般的対策の内容 

・特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

 



4/4 

(6) 街並みづくり等への配慮に関する事項 

街並みづくり・ 

景観への配慮 

（指針P7） 

〔街並みづくり等への配慮〕 

・色彩や看板等の建物外観の計画については、街並みづくりへ配慮して計画する。 

・広島市景観計画のリバーフロント・シーフロント地区（シーフロント地区）に該当するため、

敷地内緑化や色彩等、景観計画に適合させる。 

〔景観への配慮〕 

・周辺地域の景観に配慮して、建物の色彩やデザインの調和を図る。 

緑化計画 

（指針P7） 

 

敷地面積 緑化面積 緑化の内容 

3,637㎡ 369.5㎡ 

・建物敷地周辺部や壁面に緑化（植樹内容については

未定）を行う。 

・緑地範囲については関係課と協議の上決定する。 
 

照明計画 

（指針P7） 

 

項目 屋外照明 広告塔照明 

照明灯の配置 未定 未定 

照明灯の方向 駐車場内に照射 広告塔方向下向きに照射 

照明の強さ － － 

点灯時間 日没～閉店後 30分まで 

光害対策 
・周辺近隣に対して光害を発生させないよう照明の配置、方向、光源の種

類には十分に配慮する。 
 

 

 

(7)  防災対策・防犯対策への協力 

防災対策・防犯 

対策への協力 

（指針P4） 

１ 防災協定等締結の有無 

地方公共団体から格段の要請はないが、災害時の避難場所として、駐車場の敷地利用や医薬

品及び食料品の一部提供など、行政より要請があれば検討し、協力する。 

 

２ 防犯対策への協力 

・店舗の責任者を決め、警察及び消防等連絡組織図を作成し、事務所に掲示するなど従業員に

周知する。 

・閉店後には、駐車場出入口をチェーンバリカーにて施錠し、外部からの侵入をなくすことに

より、青少年のたまり場とならないよう配慮する。 

・店舗内外に防犯カメラを設置して死角を排除し、万引き等の防犯対策を講じる。 

・適切な照明設備を配置することで駐車場内の死角を排除し、青少年のたまり場とならないよ

う配慮する。 

・従業員による定期的な店内巡回や声かけを行うことで、犯罪防止に努める。 

 

 

 

 

 

 


